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は
じ
め
に

六
六
三
年
の
白
村
江
の
戦
い
は
東
ア
ジ
ア
規
模
の
戦
乱
で
あ
り
、
こ
れ
を
機

に
中
央
政
権
は
対
外
的
な
防
衛
政
策
と
し
て
九
州
か
ら
都
の
周
囲
に
至
る
各
地

に
山
城
を
築
い
た
。
こ
の
よ
う
な
背
景
の
も
と
築
か
れ
た
城
は
古
代
山
城
と
呼

ば
れ
て
い
る
。
現
在
ま
で
の
と
こ
ろ
二
九
の
山
城
が
存
在
し
た
こ
と
が
知
ら
れ

て
お
り
、
所
在
地
が
明
ら
か
な
も
の
は
二
四
ヵ
所
で
あ
る
。

古
代
山
城
は
一
般
的
に
周
囲
を
見
渡
せ
る
よ
う
な
高
所
に
築
か
れ
て
お
り
、

城
内
外
を
画
す
る
城
壁
が
廻
ら
さ
れ
て
い
る
。
中
に
は
城
壁
が
全
周
し
な
い

も
の
も
あ
る
が
、
そ
れ
ら
は
未
完
成
な
が
ら
、
少
な
く
と
も
周
囲
の
集
落
や

道
路
か
ら
見
え
る
部
分
は
築
こ
う
と
す
る
意
図
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
（
亀
田

二
〇
一
四
）。
こ
の
よ
う
な
意
味
で
古
代
山
城
の
存
在
は
地
域
社
会
に
お
い
て

も
重
要
な
機
能
を
果
た
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
古
代
山
城
の
築
造
は
国
家
、
地
域
社
会
に
お
い
て
重
要
な
位
置

を
占
め
て
い
た
よ
う
だ
が
、
そ
の
築
造
に
あ
た
っ
て
の
具
体
的
な
姿
は
ど
の
よ

う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
古
代
山
城
は
文
献
に
記
録
が
あ
る
も
の
と

な
い
も
の
が
あ
り
、
前
者
は
朝
鮮
式
山
城
、
後
者
は
神
籠
石
式
山
城
と
呼
ば
れ

て
い
る
。
朝
鮮
式
山
城
の
築
城
に
は
百
済
か
ら
亡
命
し
て
き
た
人
々
の
関
与
が

あ
っ
た
こ
と
を
文
献
か
ら
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
、
実
際
古
代
山
城
の
構
成
や

各
遺
構
に
朝
鮮
半
島
か
ら
の
情
報
・
技
術
が
活
か
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
看
取
さ

れ
る
。

こ
の
よ
う
に
古
代
山
城
は
列
島
内
部
で
培
わ
れ
た
独
自
の
技
術
と
半
島
か
ら

の
情
報
・
技
術
を
融
合
さ
せ
て
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
各
山
城
の
構
成
・

遺
構
を
み
る
と
共
通
す
る
部
分
も
あ
れ
ば
、
個
性
的
な
部
分
も
あ
る
。
こ
れ

は
古
代
山
城
の
築
城
が
国
家
的
な
規
模
で
行
わ
れ
た
も
の
の
、
築
造
者
集
団
が

も
っ
て
い
た
旧
来
の
技
術
の
相
違
性
が
表
れ
て
い
る
も
の
と
理
解
で
き
る
が
、

各
山
城
間
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
部
分
が
共
通
し
、
ど
の
よ
う
な
部
分
が
異
な

る
の
か
を
詳
細
に
検
討
す
る
こ
と
は
、
古
代
山
城
築
造
技
術
の
問
題
を
考
え
る

上
で
重
要
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
を
検
討
す
る
た
め
に
は
あ
る
程
度
距
離
的
に

離
れ
た
地
域
間
で
の
比
較
が
有
効
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
ま
た
各
山
城
に
ど

の
程
度
の
個
性
が
あ
る
の
か
を
考
え
る
の
は
、
築
造
者
集
団
が
ど
の
よ
う
に
組

織
さ
れ
、
地
域
的
な
技
術
的
な
基
盤
が
ど
の
よ
う
に
反
映
さ
れ
て
い
る
の
か
と

い
う
問
題
に
も
繋
が
る
。

本
稿
で
は
こ
の
よ
う
な
二
つ
の
課
題
を
念
頭
に
置
き
、
古
代
山
城
の
築
造
技

術
の
検
討
を
行
う
。
検
討
に
お
い
て
は
石
積
遺
構
に
着
目
す
る
（
一
）

。
石
積
遺

構
は
古
代
山
城
の
主
要
な
構
成
要
素
で
あ
り
、
近
年
の
発
掘
調
査
成
果
に
よ
っ

て
、
朝
鮮
式
山
城
・
神
籠
石
式
山
城
の
両
者
に
見
ら
れ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
た
め
、
古
代
山
城
の
技
術
比
較
に
は
格
好
の
も
の
で
、
特
に
城
門
・

水
門
で
は
石
積
が
多
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
遺
構
を
比
較
す
る
こ
と
で
上

記
に
問
題
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

南　

健
太
郎　

　
　

石
積
遺
構
か
ら
み
た
古
代
山
城
築
造
技
術
に
関
す
る
試
論
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一
．
鞠
智
城
の
石
積
遺
構

石
積
遺
構
の
検
討
に
際
し
て
、
ま
ず
鞠
智
城
で
こ
れ
ま
で
に
確
認
さ
れ
て
い

る
石
積
遺
構
を
概
観
し
て
み
よ
う
。
鞠
智
城
の
城
郭
線
は
基
本
的
に
土
塁
で
あ

り
、
神
籠
石
式
山
城
の
よ
う
な
基
部
の
石
列
を
伴
っ
て
い
な
い
。
し
か
し
そ
の

中
で
も
限
定
さ
れ
た
場
所
に
石
積
遺
構
が
築
か
れ
て
い
る
の
は
、
石
積
遺
構
の

性
格
を
考
え
る
上
で
も
興
味
深
い
。
こ
の
点
か
ら
鞠
智
城
の
石
積
遺
構
に
着
目

す
る
。

鞠
智
城
の
石
積
遺
構
は
現
在
ま
で
の
と
こ
ろ
石
垣
が
二
ヵ
所（
三
枝
の
石
垣
・

馬
こ
か
し
の
石
垣
）、
城
門
が
一
ヵ
所
（
池
ノ
尾
門
）
の
計
三
ヵ
所
で
確
認
さ

れ
て
い
る
（
第
１
図
）。
な
お
石
積
遺
構
で
使
用
さ
れ
て
い
る
石
材
の
呼
称
に

つ
い
て
は
、
外
側
向
き
の
面
を
「
表
面
」
と
し
て
記
述
す
る
。

①
三
枝
の
石
垣
（
第
２
図
─
１
）

現
在
の
熊
本
県
菊
池
市
の
中
心
部
か
ら
鞠
智
城
に
向
か
い
、
八
角
形
建
物
な

ど
に
至
る
道
路
の
脇
に
位
置
す
る
。
石
垣
は
道
路
の
南
面
に
あ
り
、
北
面
に
は

存
在
し
な
い
。
報
告
書
の
記
述
で
は
石
垣
の
長
さ
約
八
．
三
ｍ
、
高
さ
四
．
三

ｍ
、
中
央
部
の
傾
斜
約
七
五
度
で
、
五
〇
㎝
×
七
〇
㎝
の
切
石
が
一
五
～
二
〇

段
積
ま
れ
て
お
り
、
石
材
は
ほ
と
ん
ど
が
凝
灰
岩
で
あ
る
と
い
う
。
な
お
使
用

石
材
に
は
矢
が
打
ち
込
ま
れ
た
痕
跡
も
看
守
さ
れ
る
（
熊
本
県
教
育
委
員
会

一
九
八
三
）。

実
測
図
か
ら
は
石
材
の
表
面
形
態
が
、
正
方
形
・
長
方
形
・
台
形
・
三
角
形
・

な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
ま
た
積
み
方
も
横
目
地
が
通
る

個
所
が
限
定
的
で
、
縦
の
ラ
イ
ン
も
ほ
と
ん
ど
揃
っ
て
お
ら
ず
、
工
程
上
の
単

位
を
見
出
し
が
た
い
。

②
馬
こ
か
し
の
石
垣
（
第
２
図
─
２
）

現
在
の
温
故
創
生
館
か
ら
深
迫
門
方
面
に
進
む
際
に
通
る
、
幅
の
狭
い
道
の

東
面
に
築
か
れ
て
い
る
。
報
告
書
で
は
か
な
り
古
い
時
期
に
築
造
さ
れ
た
も
の

と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
場
所
は
城
の
外
郭
線
で
も
最
も
幅
の
狭
い
と
こ
ろ

で
あ
る
が
、
深
迫
門
か
ら
八
角
形
建
物
の
あ
る
中
心
部
に
向
か
っ
て
は
重
要
な

道
で
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
報
告
書
の
記
述
で
は
長
さ
約
六
．
六
ｍ
、

高
さ
約
四
．
三
ｍ
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
傾
斜
は
上
か
ら
約
二
ｍ
ま
で
や
や
反

り
気
味
、
そ
の
下
約
三
．
八
ｍ
ま
で
は
幾
分
ふ
く
ら
み
を
持
ち
、
そ
れ
以
下
は

根
固
め
状
に
裾
を
広
げ
て
い
る
、
と
さ
れ
て
い
る
。
石
材
は
ほ
と
ん
ど
が
加
工

さ
れ
た
凝
灰
岩
（
一
部
に
安
山
岩
質
）
で
、石
垣
は
ほ
ぼ
長
さ
三
〇
～
六
〇
㎝
、

厚
さ
一
〇
～
三
〇
㎝
の
切
石
が
ほ
ぼ
水
平
に
詰
ま
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
（
熊

本
県
教
育
委
員
会
一
九
八
三
）。

三
枝
の
石
垣
と
比
べ
る
と
、
石
垣
構
成
石
材
の
表
面
形
態
は
長
辺
を
横
向
き

馬こかしの石垣
池ノ尾門

三枝の
石垣

（Ｓ＝1/1100）

第 1図　鞠智城における石積遺構の位置
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に
し
た
長
方
形
が
多
く
、
横
目
地
が
通
る
よ
う
に
水
平
を
意
識
し
た
積
み
方
が

な
さ
れ
て
い
る
。

③
池
ノ
尾
門
（
第
３
図
）

こ
れ
ま
で
の
調
査
で
門
礎
石
、
石
塁
、
通
水
溝
、
導
水
溝
、
池
状
落
ち

込
み
遺
構
、
土
手
状
盛
土
遺
構
、
盛
土
状
遺
構
が

確
認
さ
れ
て
お
り
、
須
恵
器
、
土
師
器
、
瓦
な
ど

が
出
土
し
て
い
る
（
歴
史
公
園
鞠
智
城
・
温
故
創

生
館
二
〇
〇
六
・
二
〇
一
一
、
熊
本
県
教
育
委
員
会

二
〇
一
二
）。
門
礎
石
の
軸
摺
穴
底
部
・
内
壁
に
鉄
錆

と
考
え
ら
れ
る
も
の
が
付
着
し
て
お
り
、
鉄
製
受
皿
な

ど
を
伴
っ
た
形
で
使
用
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て

い
る
（
歴
史
公
園
鞠
智
城
・
温
故
創
生
館
二
〇
一
一
・

小
澤
二
〇
一
四
）。

石
積
は
石
塁
や
通
水
溝
と
そ
れ
に
連
な
る
導
水
溝

に
み
ら
れ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
を
詳
し
く
見
て
み
よ
う
。

ａ
．
石
塁

城
外
側
の
面
（
石
塁
前
面
）
と
城
内
側
の
面
（
石
塁

背
面
）
の
基
底
部
が
確
認
さ
れ
、
石
塁
背
面
の
一
部
で

石
積
の
状
況
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
石

積
は
四
～
六
段
分
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
使
用
石
材

は
花
崗
岩
と
安
山
岩
系
で
、
前
二
者
の
石
垣
と
共
通

し
て
お
り
、
サ
イ
ズ
は
横
幅
約
三
〇
～
六
〇
㎝
、
高

さ
約
一
五
～
三
〇
㎝
で
、
こ
の
点
も
前
二
者
の
石
垣

と
大
差
な
い
。
し
か
し
石
材
に
は
顕
著
な
加
工
痕
は

認
め
ら
れ
な
か
っ
た
と
さ
れ
て
お
り
、
切
石
以
外
を

用
い
て
い
る
と
い
う
点
で
異
な
っ
て
い
る
。
こ
の
点
は
切
石
を
多
用
す
る
北
部

九
州
の
神
籠
石
系
山
城
と
の
相
違
点
で
も
あ
り
、
石
積
技
術
を
考
え
る
上
で
は

重
要
な
視
点
と
な
り
う
る
だ
ろ
う
（
坪
井
一
九
六
一
、
葛
原
一
九
九
四
、
小
澤

二
〇
一
二
）。
石
塁
中
央
部
で
は
石
材
の
サ
イ
ズ
が
長
さ
八
〇
㎝
を
超
え
て
お

（Ｓ＝1/80）

２　馬こかしの石垣

縮尺任意（長さ役 8.30ｍ、高さ約 4.30ｍ）

１　三枝の石垣

第 2図　鞠智城の石積遺構①（三枝の石垣・馬こかしの石垣）
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第 3図　鞠智城の石積遺構②（池ノ尾門）
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り
、
部
位
に
よ
っ
て
石
材
の
大
き
さ
を
調
整
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

石
積
方
法
は
、
限
ら
れ
た
範
囲
で
確
認
さ
れ
た
の
み
で
あ
る
が
、
各
段
に
お

い
て
横
目
地
が
通
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
馬
こ
か
し
の
石
垣
と
共
通
し
て
い
る
。

ｂ
．
通
水
溝
・
導
水
溝

石
塁
に
ほ
ぼ
直
交
す
る
よ
う
に
全
長
約
一
六
．
〇
ｍ
の
通
水
溝
が
確
認
さ

れ
、
城
内
側
に
は
こ
れ
に
連
接
す
る
長
さ
約
四
．
三
ｍ
の
導
水
溝
が
作
ら
れ
て

い
る
。
通
水
溝
は
底
部
に
径
三
〇
～
四
〇
㎝
の
扁
平
な
石
材
が
敷
か
れ
る
が
、

側
壁
の
構
造
は
板
石
を
立
て
る
と
こ
ろ
と
細
長
い
石
材
の
小
口
面
を
内
側
に
向

け
て
数
段
積
み
あ
げ
る
と
い
う
二
通
り
の
構
築
方
法
が
見
ら
れ
る
。
通
水
溝
に

は
蓋
石
が
あ
り
、
横
長
の
大
型
石
材
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
導
水
溝
は
蓋
石

の
な
い
開
渠
型
で
あ
っ
た
よ
う
で
、
側
壁
は
一
～
三
段
程
度
の
石
積
で
構
成
さ

れ
て
い
る
。
敷
石
の
明
確
な
痕
跡
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
が
、
導
水
溝
内
に
は

一
〇
～
三
〇
㎝
大
の
石
が
散
在
し
て
い
る
。

池
ノ
尾
門
で
は
須
恵
器
、
土
師
器
、
瓦
な
ど
が
出
土
し
て
お
り
、
時
期
的
に

は
七
世
紀
第
４
四
半
期
か
ら
一
〇
世
紀
代
ま
で
の
長
期
に
わ
た
る
。
少
な
く
と

も
七
世
紀
第
４
四
半
期
に
は
門
が
使
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
鞠
智
城
で
は
三
ヵ
所
に
お
い
て
石
積
遺
構
が
確
認
さ
れ
て
い
る

が
、
そ
の
特
徴
を
ま
と
め
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

・
石
材
に
は
切
石
（
三
枝
の
石
垣
・
馬
こ
か
し
の
石
垣
）
と
未
加
工
の
石
（
池

ノ
尾
門
）
が
あ
り
、
前
者
は
高
石
垣
、
後
者
は
門
と
い
う
異
な
る
場
面
で
の
使

用
状
態
を
示
し
て
い
る
。
特
に
後
者
は
七
世
紀
代
の
も
の
で
あ
り
、
北
部
九
州

の
神
籠
石
式
山
城
と
は
異
な
る
特
徴
と
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
三
枝
の
石
垣

に
あ
る
矢
が
打
ち
込
ま
れ
た
痕
跡
は
他
の
石
積
遺
構
に
は
見
ら
れ
な
い
。

・
石
積
状
況
は
横
目
地
が
通
る
も
の
（
馬
こ
か
し
の
石
垣
・
池
ノ
尾
門
）、
乱

雑
に
積
ま
れ
る
も
の
（
三
枝
の
石
垣
）
が
あ
る
。

・
池
ノ
尾
門
は
門
礎
石
が
確
認
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
城
門
と
し
て
機
能
し

て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
通
水
溝
・
導
水
溝
が
あ
り
特
殊
な
構
造
を
示
す
。

通
水
溝
は
側
壁
の
構
造
に
二
パ
タ
ー
ン
が
あ
る
。

鞠
智
城
で
の
石
積
遺
構
に
お
い
て
発
掘
で
確
実
に
古
代
の
も
の
で
あ
る
確
証

が
得
ら
れ
て
い
る
の
は
池
ノ
尾
門
で
あ
り
、
構
築
方
法
の
比
較
も
可
能
な
状
況

に
あ
る
。

二
．
城
門
下
部
構
造
の
検
討

鞠
智
城
の
池
ノ
尾
門
で
確
認
さ
れ
た
石
塁
お
よ
び
下
部
構
造
は
、
石
材
の
使

用
状
況
や
石
積
方
法
が
わ
か
る
事
例
で
あ
り
、
他
の
古
代
山
城
と
の
比
較
を
行

（Ｓ＝1/160）

（Ｓ＝1/160）

（Ｓ＝1/160）

通　水　溝

第 4図　屋嶋城の城門と通水溝
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う
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
技
術
的
な
関
係
性
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

池
ノ
尾
門
で
特
に
目
を
引
く
の
は
城
門
の
門
道
に
構
築
さ
れ
た
導
水
溝
・
通

水
溝
で
あ
る
。
西
日
本
の
古
代
山
城
に
お
い
て
こ
の
よ
う
な
施
設
は
こ
れ
ま
で

の
と
こ
ろ
鞠
智
城
の
ほ
か
に
、
香
川
県
高
松
市
屋
嶋
城
、
岡
山
県
総
社
市
鬼
城

山
城
で
確
認
さ
れ
て
い
る
。
所
在
地
の
明
ら
か
な
二
四
ヵ
所
の
う
ち
三
ヵ
所
で

し
か
確
認
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
こ
の
よ
う
な
城
門
構
造
を
持
つ
山

城
の
有
機
的
な
関
係
性
が
想
定
さ
れ
る
。
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
は
屋
嶋
城
と
鬼

城
山
城
の
構
造
的
な
共
通
性
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
（
山
元
二
〇
〇
八
）、
そ
れ

ら
の
諸
要
素
は
朝
鮮
半
島
で
も
み
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
（
亀
田
二
〇
〇
九
）。

屋
嶋
城
は
朝
鮮
式
山
城
、
鬼
城
山
城
は
神
籠
石
式
山
城
で
あ
り
、
両
者
の
比
較

と
い
う
観
点
か
ら
も
検
討
対
象
と
し
て
有
益
で
あ
る
。
そ
こ
で
ま
ず
屋
嶋
城
、

鬼
城
山
城
の
城
門
構
造
に
触
れ
、
鞠
智
城
と
あ
わ
せ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
を

比
較
し
て
み
よ
う
。

①
屋
嶋
城

屋
嶋
城
は
高
松
平
野
か
ら
瀬
戸
内
海
に
つ
き
だ
す
よ
う
に
そ
び
え
る
屋
島

に
築
か
れ
て
お
り
、
瀬
戸
内
海
の
眺
望
は
抜
群
で
あ
る
。
城
門
は
瀬
戸
内
海

と
は
反
対
側
の
南
面
で
一
ヵ
所
が
確
認
さ
れ
て
い
る
（
高
松
市
教
育
委
員
会

二
〇
〇
三
・
二
〇
〇
八
）（
第
4
図
）。

城
門
の
前
面
に
は
高
さ
二
ｍ
以
上
の
前
面
石
垣
が
築
か
れ
て
い
る
。
城
門

前
面
石
垣
は
外
郭
線
石
垣
と
連
続
し
、
懸
門
構
造
に
な
っ
て
い
る
。
城
門
の

床
面
中
央
に
は
通
水
溝
が
あ
る
。
通
水
溝
は
城
門
床
面
と
同
様
に
上
・
中
・

下
の
三
段
に
分
け
ら
れ
て
い
る
。
上
段
に
は
蓋
石
が
残
存
す
る
。
中
段
・
下

段
に
は
蓋
石
は
残
存
し
て
い
な
い
が
、
そ
の
連
続
す
る
部
分
の
一
部
に
は
残

存
し
て
い
る
。
側
壁
の
構
造
は
各
段
で
異
な
っ
て
い
る
。
上
段
は
南
側
が

岩
盤
、
北
側
が
埋
土
で
、
中
段
は
板
石
を
両
側
に
立
て
て
側
壁
と
し
て
い

る
。
下
段
は
北
側
に
岩
盤
の
利
用
が
み
ら
れ
る
。

②
鬼
城
山
城

鬼
城
山
城
は
眼
下
に
平
野
を
望
む
断
崖
絶
壁
上
に
築
か
れ
て
お
り
、
遠
く

に
瀬
戸
内
海
を
見
通
す
こ
と
が
で
き
る
。
城
門
は
瀬
戸
内
海
側
（
正
面
）
に

三
ヵ
所
（
西
門
・
南
門
・
東
門
）、
反
対
側
の
背
面
に
一
ヵ
所
（
北
門
）
が
確

認
さ
れ
て
い
る
（
鬼
ノ
城
学
術
調
査
委
員
会
一
九
八
〇
、
総
社
市
教
育
委
員
会

一
九
九
四
・
二
〇
〇
五
・
二
〇
〇
六
）（
第
５
図
）。

こ
の
う
ち
北
門
で
通
水
溝
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
通
水
溝
は
城
門
の
中
央
部 第 5図　鬼城山城の城門（北門）と通水溝

通水溝

通水溝拡大

（Ｓ＝1/160）
（Ｓ＝1/120）
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に
あ
り
、
全
体
の
長
さ
約
一
三
ｍ
で
、
城
内
側
か
ら
中
ほ
ど
の
大
型
石
材
が
敷

か
れ
る
と
こ
ろ
ま
で
は
開
渠
、
そ
こ
か
ら
城
外
ま
で
は
暗
渠
と
な
る
。
側
壁
に

使
用
さ
れ
て
い
る
石
材
は
細
長
い
形
の
も
の
で
、
幅
二
〇
㎝
前
後
の
面
を
上
面

に
し
て
、
小
口
側
が
接
す
る
よ
う
に
並
べ
ら
れ
て
い
る
。
側
壁
は
両
側
の
石
材

が
対
に
な
る
よ
う
に
大
き
さ
が
揃
え
ら
れ
て
お
り
、
計
画
的
な
並
べ
方
と
い
う

こ
と
が
で
き
よ
う
。
床
面
に
は
上
面
が
平
ら
な
石
材
が
敷
か
れ
て
お
り
、
側
壁

の
下
に
敷
石
が
入
り
込
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
敷
石
の
上
に
側
壁
を
立
て
た
も

の
と
思
わ
れ
る
。
通
水
溝
の
上
方
で
は
集
水
桝
な
ど
の
設
備
は
確
認
さ
れ
て
い

な
い
が
、
門
道
部
の
奥
に
は
桝
形
状
遺
構
や
溝
が
あ
り
、
こ
れ
は
正
面
側
に
位

置
す
る
第
４
水
門
へ
の
排
水
の
た
め
の
も
の
で
あ
る
。
こ
の
た
め
北
門
下
部
の

通
水
溝
へ
の
流
水
は
抑
え
ら
れ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
、
城
門
の
下
部
に
構
築
さ
れ
た
通
水
溝
を
み
て
き
た
が
、
こ
こ
で
諸
要

素
を
比
較
し
て
み
よ
う
。

床
面　

床
面
の
構
造
は
石
敷
き
が
鞠
智
城
と
鬼
城
山
城
で
み
ら
れ
、
屋
嶋
城
で

は
岩
盤
が
利
用
さ
れ
て
い
る
。
前
者
で
も
鞠
智
城
は
扁
平
な
石
数
個
を
並
べ
る

こ
と
で
通
水
溝
内
床
面
が
作
ら
れ
て
い
る
が
、
鬼
城
山
城
で
は
一
つ
一
つ
が
き

れ
い
に
敷
き
つ
め
ら
れ
て
い
る
。

側
壁　

側
壁
も
そ
れ
ぞ
れ
に
特
徴
が
あ
る
が
、
鞠
智
城
と
屋
嶋
城
で
は
石
積
で
構

成
さ
れ
る
の
に
対
し
、
鬼
城
山
城
で
は
大
き
さ
が
揃
え
ら
れ
た
石
材
が
並
べ
ら
れ

て
い
る
。
屋
嶋
城
で
は
岩
盤
が
側
壁
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。

暗
渠
・
開
渠　

鬼
城
山
城
で
は
城
門
の
床
面
構
造
と
暗
渠
・
開
渠
の
別
が
密
接

に
関
わ
っ
て
お
り
、
屋
嶋
城
も
懸
門
構
造
の
城
門
床
面
に
関
連
し
て
通
水
溝
も

段
構
造
に
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
を
比
較
す
る
と
、
側
壁
の
構
造
で
は
鞠
智
城

第 6図　鬼城山城の水門 A類

（Ｓ＝1/120）

（Ｓ＝1/120）（Ｓ＝1/120）

第２水門

第３水門第５水門



94

と
屋
嶋
城
の
共
通
性
が
う
か
が
わ
れ
、
床
面
に

つ
い
て
は
石
敷
き
が
み
ら
れ
る
点
か
ら
鬼
城
山

城
と
鞠
智
城
の
つ
な
が
り
を
見
出
す
こ
と
が
で

き
る
（
二
）

。
城
門
下
部
の
通
水
溝
の
存
在
が
国

内
で
は
こ
の
三
例
に
限
ら
れ
る
こ
と
と
、
こ
の

よ
う
な
技
術
的
特
徴
を
共
有
し
て
い
る
こ
と
か

ら
は
、
こ
れ
ら
三
城
の
築
造
に
有
機
的
な
関
連

性
が
あ
っ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
（
三
）

。
そ

の
よ
う
な
中
で
も
細
か
い
点
で
各
城
の
独
自
性

も
み
ら
れ
る
こ
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
的
な

技
術
基
盤
の
違
い
が
反
映
さ
れ
て
い
る
よ
う
に

思
わ
れ
る
。

三
．
水
門
の
構
築
技
術　

次
に
近
接
す
る
地
域
に
築
か
れ
た
古
代
山
城

に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
技
術
的
関
連
性
が
あ
る

の
か
を
検
討
し
て
み
よ
う
。
こ
こ
で
は
瀬
戸

内
海
沿
岸
に
築
か
れ
た
古
代
山
城
に
着
目
す

る
。
具
体
的
に
は
鬼
城
山
城
、
岡
山
県
大
廻
小

廻
山
城
、
香
川
県
城
山
城
を
対
象
に
検
討
を
行

う
。
当
地
域
の
古
代
山
城
の
検
討
を
行
う
の
は

鬼
城
山
城
の
築
城
に
朝
鮮
半
島
系
の
技
術
が

多
用
さ
れ
て
い
る
と
い
う
点
に
あ
る
（
葛
原

二
〇
〇
五
、
亀
田
二
〇
〇
九
）。
特
に
水
門
の

構
造
は
特
異
で
あ
り
、
そ
の
構
築
技
術
が
他
の

第 7図　鬼城山城の水門 B類（第 1水門）

（Ｓ＝1/120）

排水口 排水口

排水口
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城
と
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
の
か
と
い
う
点
は
、
築
造
技
術
の
系
譜
や
築
城

者
集
団
の
関
係
性
を
考
え
る
上
で
重
要
だ
か
ら
で
あ
る
。

①
鬼
城
山
城

鬼
城
山
城
で
は
こ
れ
ま
で
の
調
査
で
六
ヵ
所
の
水
門
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
は
す
べ
て
城
域
の
正
面
側
に
位
置
し
て
い
る
。
水
門
の
形
態
に
は
三

パ
タ
ー
ン
が
認
め
ら
れ
る
。
六
ヵ
所
中
三
ヵ
所
は
高
所
に
排
水
口
が
設
け
ら

れ
る
も
の
で
あ
る
（
第
２
〜
５
水
門
）。
こ
れ
は
水
門
の
内
と
外
の
高
低
差
が

大
き
い
こ
と
に
起
因
す
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
鬼
ノ
城
学
術
調
査
委

員
会
一
九
八
〇
）。
こ
の
よ
う
な
タ
イ
プ
の
水
門
は
朝
鮮
半
島
で
も
確
認
さ

れ
て
お
り
、
そ
の
構
築
に
渡
来
系
集
団
の
関
与
が
想
定
さ
れ
て
い
る
（
亀
田

一
九
九
五
・
二
〇
〇
九
）。
こ
れ
に
対
し
第
１
水
門
は
水
門
正
面
側
に
わ
す
か
に

せ
り
だ
し
た
下
部
石
材
の
側
面
か
ら
排
水
す
る
も
の
で
、
そ
の
構
造
は
上
記
水

門
と
は
異
な
る
。
ま
た
第
０
水
門
は
西
門
か
ら
東
へ
と
続
く
石
垣
の
折
れ
部
に

位
置
し
、
基
底
部
か
ら
排
水
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
便
宜
的
に
高
所
に
排
水
口

を
も
つ
も
の
を
Ａ
類
、
第
１
水
門
を
Ｂ
類
と
す
る
。
第
０
水
門
は
谷
部
に
築
か

れ
る
水
門
と
は
異
な
る
こ
と
か
ら
こ
こ
で
は
検
討
か
ら
外
し
て
お
く
。

Ａ
類　

第
２
・
３
・
５
水
門
が
該
当
す
る
（
第
６
図
）。
排
水
口
の
上
部
は
土
塁

に
よ
っ
て
覆
わ
れ
る
が
、
排
水
口
が
石
塁
の
天
端
か
ら
独
立
し
て
構
築
さ
れ
、

天
井
石
の
上
に
直
接
土
塁
が
築
か
れ
る
方
法
（
第
２
・
３
水
門
）
と
、
排
水
口

が
石
塁
内
部
に
あ
り
、
天
井
石
の
上
に
さ
ら
に
石
材
が
積
ま
れ
て
、
そ
の
上
に

土
塁
が
築
か
れ
る
方
法
（
第
５
水
門
）
が
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
河

本
一
九
八
〇
）。こ
の
よ
う
な
差
異
は
石
塁
の
積
み
方
に
も
現
れ
て
い
る
。第
２
・

３
水
門
は
横
長
の
巨
石
を
用
い
て
横
目
地
が
通
る
よ
う
に
積
ま
れ
て
い
る
が
、

第
５
水
門
は
横
長
の
石
材
が
ほ
と
ん
ど
使
用
さ
れ
て
お
ら
ず
、
横
目
地
が
通
る

の
は
通
水
溝
底
板
の
下
面
の
み
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
Ａ
類
は
構
築
方
法
の
面

か
ら
細
分
可
能
で
あ
る
が
、
第
５
水
門
の
全
体
像
が
未
確
定
の
状
況
に
あ
る
た

め
、
こ
こ
で
は
こ
れ
以
上
の
検
討
は
ひ
か
え
る
。

Ｂ
類　

排
水
口
の
位
置
は
石
塁
下
端
に
あ
る
が
、
構
造
は
極
め
て
特
徴
的
で
あ

る
（
第
７
図
）。
第
１
水
門
は
前
面
に
敷
石
が
あ
る
が
、
そ
の
中
に
一
つ
だ
け

大
型
の
石
材
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
石
材
は
西
側
が
石
塁
の
下
に
入
り
込

む
よ
う
に
置
か
れ
て
お
り
、
石
塁
に
平
行
す
る
方
向
の
帯
状
に
剥
ぎ
取
ら
れ
て

溝
状
に
凹
ん
だ
部
分
が
確
認
さ
れ
る
。
こ
の
上
部
の
石
材
は
他
よ
り
も
少
し
前

面
に
せ
り
だ
す
よ
う
に
置
か
れ
て
お
り
、
溝
状
部
分
の
蓋
石
の
役
割
を
担
っ
て

い
る
。
石
塁
は
横
目
地
が
よ
く
通
っ
て
い
る
が
、
排
水
口
部
分
ま
で
が
一
つ
の

単
位
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
、そ
こ
か
ら
二
石
、さ
ら
に
三
石
の
単
位
が
あ
り
、

そ
れ
以
南
は
斜
め
に
目
地
が
通
る
。
排
水
口
ま
で
が
石
積
単
位
の
一
つ
の
目
安

に
な
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

②
大
廻
小
廻
山
城

城
郭
線
の
西
面
に
三
ヵ
所
の
水
門
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
現
状
で
排

水
口
が
確
認
で
き
る
の
は
一
の
木
戸
の
み
で
あ
る
。
一
の
木
戸
は
発
掘
調
査
が

行
わ
れ
、
城
外
側
の
前
面
石
垣
、
城
内
側
の
背
面
石
垣
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、

前
面
石
垣
は
城
郭
線
に
伴
う
石
列
と
連
接
し
て
い
る
（
第
８
図
：
岡
山
市
教
育

委
員
会
一
九
八
九
）。

使
用
石
材
は
前
面
石
垣
の
排
水
口
天
井
石
や
そ
の
他
一
部
を
除
い
て
鬼
城
山

城
第
１
・
２
・
３
水
門
で
み
ら
れ
る
よ
う
な
横
長
長
方
形
の
石
材
は
み
ら
れ
な

い
。
石
垣
の
石
積
方
法
は
排
水
口
の
あ
る
中
央
部
と
そ
の
両
側
で
異
な
り
、
構

築
単
位
を
示
し
て
い
る
も
の
と
み
ら
れ
て
い
る
。
中
央
部
は
通
水
口
の
基
底
石

と
天
井
石
が
積
ま
れ
、
そ
の
側
面
と
上
面
に
石
材
が
組
み
込
ま
れ
る
よ
う
な
状

況
を
示
す
の
に
対
し
、
そ
の
両
側
は
谷
地
形
に
沿
っ
た
一
段
目
と
そ
の
上
部
の

二
段
目
は
成
層
積
み
を
成
し
、
そ
の
上
段
は
上
面
を
水
平
に
す
る
。
通
水
口
の
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第 8図　大廻小廻山城　一の木戸（水門）

（Ｓ＝1/200）

（Ｓ＝1/80）

一の木戸全景一の木戸排水口

排水口

排水口
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積
み
方
に
独
立
性
が
あ
る
点
は
注
意
さ
れ
る
。

通
水
口
は
岩
盤
上
に
側
壁
と
な
る
石
を
置
き
、
そ
の
上
に
天
井
石
を
の
せ
る

構
造
で
あ
る
。
排
水
口
は
石
垣
の
最
も
標
高
の
低
い
位
置
に
設
け
ら
れ
る
。
側

壁
と
天
井
石
の
隙
間
に
は
盤
状
石
が
咬
ま
さ
れ
て
い
る
。
側
壁
の
石
材
は
横
幅

の
あ
る
大
型
の
も
の
で
、
鬼
城
山
城
で
み
ら
れ
た
横
幅
の
狭
い
石
材
を
側
壁
に

用
い
る
の
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
排
水
口
の
上
部
に
も
石
が
積
ま
れ
る

た
め
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
天
井
石
の
上
部
に
は
水
門
を
構
成
す
る
石
材
の

中
で
も
最
大
級
の
石
が
存
在
す
る
。
現
状
で
は
排
水
口
内
部
に
は
小
型
の
角
礫

が
充
填
さ
れ
て
お
り
、
城
内
側
の
吸
水
口
を
見
通
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

③
城
山
城

水
門
は
一
ヵ
所
で
確
認
さ
れ
て
い
る
。
城
山
城
は
城
域
を
画
す
る
城
郭
線
の

内
部
に
城
門
・
水
門
を
構
え
、
城
内
各
所
で
ホ
ロ
ソ
石
、
カ
ガ
ミ
石
、
マ
ナ
イ

タ
石
と
呼
ば
れ
て
い
る
門
礎
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
水
門
は
一
ヵ
所
で
、
西
に

向
か
っ
て
下
る
谷
部
に
あ
る
。
現
状
は
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス
の
車
道
で
北
側
が
失
わ

れ
て
い
る
が
、
南
側
の
保
存
は
良
好
で
あ
る
。
南
側
か
ら
続
く
石
群
が
谷
部
の

傾
斜
が
緩
ま
る
と
こ
ろ
で
東
側
に
曲
が
り
、
そ
こ
か
ら
北
側
へ
伸
び
排
水
口
部

分
に
至
る
。

現
状
で
は
排
水
口
の
前
面
が
大
型
の
石
に
よ
っ
て
テ
ラ
ス
状
に
な
り
、
そ
こ

か
ら
一
段
下
が
っ
た
と
こ
ろ
に
水
を
受
け
る
部
分
が
あ
り
、
さ
ら
に
一
段
下

が
っ
て
排
水
さ
れ
る
構
造
に
な
っ
て
い
る
。
ど
こ
ま
で
が
築
城
当
時
の
も
の
か

は
わ
か
ら
な
い
が
、
開
口
部
の
構
造
は
元
来
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
排
水
口
は
側

壁
と
天
井
石
で
構
成
さ
れ
る
。
側
壁
は
両
側
と
も
横
幅
の
あ
る
大
型
の
石
材
で

あ
り
、
天
井
石
は
偏
平
な
石
材
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
天
井
石
の
上
部
に
は
さ

ら
に
二
段
以
上
の
石
積
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
石
材
に
は
水
門
構
成
石
材
の
中
で

も
特
に
大
き
な
も
の
が
積
ま
れ
て
い
る
。

こ
こ
ま
で
水
門
の
構
造
に
つ
い
て
み
て
き
た
が
、
こ
こ
で
そ
こ
か
ら
読
み
取

る
こ
と
が
で
き
る
点
を
ま
と
め
て
み
よ
う
。
ま
ず
注
目
す
べ
き
は
鬼
城
山
城
の

水
門
で
あ
る
。
地
面
よ
り
も
か
な
り
高
い
位
置
に
通
水
溝
を
設
け
る
Ａ
類
に
つ

い
て
は
か
ね
て
よ
り
朝
鮮
半
島
の
山
城
と
の
共
通
性
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
構

築
に
は
渡
来
系
集
団
の
関
与
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
石
塁
の
側

面
に
排
水
す
る
構
造
を
持
つ
Ｂ
類
に
つ
い
て
も
非
常
に
珍
し
い
構
築
方
法
で
あ

り
、
鬼
城
山
城
独
自
の
工
法
と
も
い
え
る
。
鬼
城
山
城
築
城
に
お
け
る
工
人
集

団
の
特
異
性
が
か
い
ま
み
ら
れ
る
。
注
目
す
べ
き
は
鬼
城
山
城
で
み
ら
れ
た
こ

れ
ら
の
工
法
が
大
廻
小
廻
山
城
、
城
山
城
で
は
み
ら
れ
ず
、
後
者
の
二
城
の
構

築
方
法
に
共
通
点
が
多
く
見
出
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
乗
岡
実
氏
は
鬼
城
山
城

第 9図　城山城の水門
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と
大
廻
小
廻
山
城
の
水
門
構
造
や
高
石
垣
の
積
み
方
に
近
似
す
る
部
分
が
多

い
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
（
乗
岡
一
九
九
二
・
一
九
九
九
）。
し
か
し
排
水
口

の
設
置
箇
所
、
側
壁
・
天
井
石
の
構
造
、
上
部
構
造
に
は
少
な
か
ら
ず
差
異
が

認
め
ら
れ
る
。
排
水
口
の
設
置
箇
所
に
つ
い
て
は
谷
部
の
地
形
に
も
左
右
さ
れ

て
い
る
だ
ろ
う
が
、
吸
水
口
か
ら
排
水
口
に
流
水
す
る
過
程
で
の
水
の
浸
食

は
そ
の
下
部
へ
と
影
響
を
与
え
る
た
め
、
下
部
に
排
水
口
を
配
す
る
も
の
と
は

城
壁
保
護
の
観
点
か
ら
技
術
的
に
異
な
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
亀
田

一
九
九
五
）。
そ
の
他
の
点
に
つ
い
て
も
構
造
上
の
違
い
と
捉
え
ら
れ
る
。
横

幅
の
あ
る
大
型
石
材
を
側
壁
に
用
い
る
こ
と
は
天
井
石
、
そ
し
て
そ
の
上
部
の

さ
ら
な
る
石
積
を
支
え
る
の
に
必
要
で
あ
り
、
偶
発
的
に
大
型
の
石
材
が
用
い

ら
れ
た
の
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
鬼
城
山
城
の
水
門
Ａ
類
で
は
排
水
口
よ

り
も
下
部
に
大
型
石
材
を
使
用
さ
れ
て
お
り
、
水
門
構
築
に
お
け
る
技
術
的
な

差
異
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
は
鬼
城
山
城
と
大
廻

小
廻
山
城
と
い
う
距
離
的
に
近
い
山
城
同
士
よ
り
も
、
大
廻
小
廻
山
城
と
城
山

城
と
い
う
海
を
隔
て
た
距
離
的
に
遠
い
山
城
同
士
に
共
通
点
が
多
い
と
い
う
こ

と
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

四
．
結
語

本
稿
で
は
石
積
技
術
か
ら
古
代
山
城
間
の
技
術
的
な
関
係
性
を
検
討
し
て
き

た
。
城
門
下
部
構
造
（
通
水
溝
）
の
検
討
か
ら
は
、
鞠
智
城
、
屋
嶋
城
、
鬼
城

山
城
に
お
い
て
、
有
機
的
な
関
係
性
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
水
門
の

構
築
方
法
の
検
討
か
ら
は
鬼
城
山
城
の
技
術
的
独
自
性
と
、
距
離
的
に
離
れ
た

地
域
間
の
共
通
性
を
指
摘
し
た
。
そ
こ
か
ら
派
生
す
る
諸
点
に
つ
い
て
最
後
に

触
れ
て
ま
と
め
と
し
た
い
。

今
回
取
り
上
げ
た
古
代
山
城
で
は
鞠
智
城
、
屋
嶋
城
、
鬼
城
山
城
に
構
造
的
・

技
術
的
な
面
で
有
機
的
な
関
連
性
が
見
出
さ
れ
た
（
三
）

。
こ
れ
に
対
し
大
廻
小

廻
山
城
と
城
山
城
は
水
門
構
造
が
共
通
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
近
年
、

小
澤
氏
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
築
城
工
法
の
検
討
で
は
、朝
鮮
式
山
城
と
九
州
型
・

瀬
戸
内
型
神
籠
石
式
山
城
の
形
式
内
で
の
技
術
的
な
差
異
は
大
き
く
な
く
、
築

城
主
体
・
築
城
時
期
は
各
形
式
で
近
接
す
る
も
の
と
い
う
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て

い
る
（
小
澤
二
〇
一
二
）。
一
方
で
、
朝
鮮
式
山
城
で
あ
る
屋
嶋
城
と
瀬
戸
内

型
神
籠
石
式
山
城
と
さ
れ
る
鬼
城
山
城
は
、
通
水
溝
の
様
相
以
外
に
も
、
懸
門

構
造
、
通
路
側
面
の
石
垣
、
角
楼
の
存
在
と
い
う
よ
う
に
共
通
点
が
多
い
こ
と

が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
山
元
二
〇
〇
八
、
亀
田
二
〇
〇
九
）。
角
楼
は
長
崎
県

金
田
城
で
も
確
認
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
注
目
さ
れ
、
朝
鮮
半
島
の
山
城
と
の
構

造
上
の
共
通
点
と
い
え
る
（
亀
田
二
〇
一
二
）。
金
田
城
・
屋
嶋
城
は
六
六
七

年
に
築
城
記
事
が
あ
る
。
鬼
城
山
城
の
築
造
時
期
や
築
城
主
体
に
つ
い
て
は
今

後
さ
ら
に
詳
細
な
検
討
を
行
う
必
要
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
少
な
く
と
も

こ
れ
ら
の
諸
城
の
築
造
に
朝
鮮
半
島
に
ル
ー
ツ
を
持
つ
渡
来
系
集
団
が
関
与
し

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
古
代
山
城
の
位
置
と
石
積
技
術
の
検
討
結
果
を
あ
わ
せ
て
考
え
る
と
、

瀬
戸
内
海
両
岸
に
お
け
る
古
代
山
城
の
築
城
状
況
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で

き
る
。
つ
ま
り
北
側
の
鬼
城
山
城
と
大
廻
小
廻
山
城
の
構
築
技
術
は
根
本
的
に

異
な
っ
て
お
り
（
四
）

、
南
側
と
比
較
す
る
と
前
者
は
屋
嶋
城
と
、
後
者
は
城
山

城
と
親
縁
性
が
み
ら
れ
る
。
各
城
の
時
期
的
な
前
後
関
係
を
今
後
詳
細
に
検
討

す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
が
、
そ
こ
か
ら
は
地
域
を
越
え
た
築
城
技
術
の
系
譜

関
係
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。

本
稿
で
は
鞠
智
城
と
そ
れ
に
関
連
す
る
古
代
山
城
を
取
り
上
げ
て
検
討
を

行
っ
た
が
、
古
代
山
城
築
城
の
一
端
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
た
。
し
か

し
今
回
検
討
対
象
と
し
な
か
っ
た
他
城
を
含
め
た
検
討
が
必
要
で
あ
る
こ
と
は
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言
う
ま
で
も
な
い
。
そ
れ
に
よ
り
古
代
山
城
築
造
の
歴
史
的
意
義
や
そ
の
背
景

を
さ
ら
に
立
体
的
に
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。
今
後
の
課
題
と
し

て
お
き
た
い
。

本
稿
を
草
す
る
に
あ
た
っ
て
以
下
の
方
々
に
多
く
の
ご
教
示
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

大
久
保
徹
也
、
金
田
善
敬
、
亀
田
修
一
、
木
村
龍
生
、
甲
元
眞
之
、
能
登
原

孝
道
、
平
井
典
子
、
山
口
雄
治
、
山
本
悦
世

注（
一
）
石
積
遺
構
の
復
元
・
解
体
修
理
で
は
使
用
石
材
、
構
築
方
法
な
ど
の
多
く
の
情
報
が

得
ら
れ
る
。
平
尾
和
久
氏
は
福
岡
県
大
野
城
百
間
石
垣
に
お
い
て
様
々
な
サ
イ
ズ
・
形

態
の
石
材
に
よ
る
石
垣
の
構
築
過
程
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
（
平
尾
二
〇
一
〇
）。

（
二
）
鞠
智
城
・
鬼
城
山
城
・
屋
嶋
城
の
築
造
時
期
に
関
し
て
は
諸
説
あ
る
。
近
年
で
は
稲

田
孝
司
氏
が
城
郭
構
造
や
唐
居
敷
の
検
討
か
ら
屋
嶋
城
を
第
一
段
階
、
他
者
を
第
二

段
階
と
し
（
稲
田
二
〇
一
二
）、
唐
居
敷
の
型
式
学
的
検
討
を
行
っ
た
小
澤
佳
憲
氏
は

大
野
城
→
鞠
智
城
→
鬼
城
山
城
と
い
う
変
遷
観
を
示
し
て
い
る
（
小
澤
二
〇
一
四
）。

ま
た
、
鞠
智
城
の
築
造
を
大
宰
府
政
庁
Ⅰ
期
（
七
世
紀
後
半
、
七
世
紀
第
三
四
半

期
）
に
あ
て
る
考
え
も
存
在
し
て
い
る
（
西
住
一
九
九
九
、
甲
元
二
〇
〇
六
、
小
田

二
〇
一
二
、
木
村
二
〇
一
二
な
ど
）。
こ
れ
に
対
し
、
鬼
城
山
城
を
は
じ
め
と
し
た

瀬
戸
内
の
神
籠
石
系
山
城
は
朝
鮮
式
山
城
に
先
行
す
る
と
い
う
意
見
も
あ
る
（
葛
原

一
九
九
四
・
二
〇
〇
二
・
二
〇
〇
五
）。

（
三
）
完
成
・
未
完
成
と
い
う
視
点
か
ら
の
検
討
で
も
鞠
智
城
、
屋
嶋
城
、
鬼
城
山
城
や
そ

の
他
の
朝
鮮
式
山
城
の
築
城
に
関
連
性
が
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
築
城

時
期
に
つ
い
て
も
完
成
し
て
い
る
も
の
が
先
行
す
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
（
亀
田

二
〇
一
四
）。

（
四
）
鬼
城
山
城
と
大
廻
小
廻
山
城
は
城
郭
構
造
の
面
か
ら
み
た
実
用
性
・
機
能
に
関
し
て

も
違
い
が
見
ら
れ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
出
宮
一
九
七
八
・
一
九
八
四
）

参
考
文
献

稲
田
孝
司　

二
〇
一
二
「
古
代
山
城
の
技
術
・
軍
事
・
政
治
」『
日
本
考
古
学
』
第
三
四
号

日
本
考
古
学
協
会

小
澤
佳
憲　

二
〇
一
二
「
朝
鮮
式
山
城
と
神
籠
石
系
山
城
」『
日
本
考
古
学
協
会
二
〇
一
二
年

度
福
岡
大
会
研
究
発
表
資
料
集
』　

日
本
考
古
学
協
会
二
〇
一
二
年
度
福
岡
大
会
実
行
委

員
会

小
澤
佳
憲　

二
〇
一
四
「
古
代
山
城
出
土
唐
居
敷
か
ら
見
た
鞠
智
城
跡
の
位
置
づ
け
」『
鞠
智

城
と
古
代
社
会
』
第
二
号　

熊
本
県
教
育
委
員
会

小
田
富
士
雄　

二
〇
一
二
「
鞠
智
城
の
創
建
を
め
ぐ
る
検
討
」『
鞠
智
城
跡
Ⅱ
‐
鞠
智
城
跡
第

八
～
三
二
次
調
査
報
告
‐
』（
熊
本
県
文
化
財
調
査
報
告
書
第
二
七
六
集
）　

熊
本
県
教

育
委
員
会

岡
山
市
教
育
委
員
会　

一
九
八
九
『
大
廻
小
廻
山
城
跡
発
掘
調
査
報
告
』

亀
田
修
一　

一
九
九
五
「
日
韓
古
代
山
城
比
較
試
論
」『
考
古
学
研
究
』
第
四
二
巻
第
三
号　

考
古
学
研
究
会

亀
田
修
一　

二
〇
〇
九
「
鬼
ノ
城
と
朝
鮮
半
島
」『
鬼
ノ
城
と
吉
備
津
神
社
―
「
桃
太
郎
の
舞

台
」
を
科
学
す
る
』　

吉
備
人
出
版

亀
田
修
一　

二
〇
一
二
「
対
馬
金
田
城
小
考
」『
百
済
と
周
辺
世
界
』　

成
周
鐸
教
授
追
慕
論

叢
刊
行
委
員
会
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亀
田
修
一　

二
〇
一
四「
古
代
山
城
は
完
成
し
て
い
た
の
か
」『
鞠
智
城
跡
Ⅱ
‐
論
考
編
１
‐
』

　

熊
本
県
教
育
委
員
会

鬼
ノ
城
学
術
調
査
委
員
会　

一
九
八
〇
『
鬼
ノ
城
』

木
村
龍
生　

二
〇
一
二
「
鞠
智
城
跡
出
土
の
土
器
に
つ
い
て
」『
鞠
智
城
跡
Ⅱ
‐
鞠
智
城
跡
第

八
～
三
二
次
調
査
報
告
‐
』（
熊
本
県
文
化
財
調
査
報
告
書
第
二
七
六
集
）　

熊
本
県
教

育
委
員
会

葛
原
克
人　

一
九
九
四
「
朝
鮮
式
山
城
」『
日
本
の
古
代
国
家
と
城
』
新
人
物
往
来
社

葛
原
克
人　

二
〇
〇
二
「
備
中
鬼
ノ
城
の
創
築
期
を
め
ぐ
っ
て
」『
田
辺
昭
三
先
生
古
稀
記
念

論
文
集
』
田
辺
昭
三
先
生
古
稀
記
念
の
会

葛
原
克
人　

二
〇
〇
五
「
鬼
ノ
城
と
東
ア
ジ
ア
」『
古
代
を
考
え
る
吉
備
』
吉
川
弘
文
館

熊
本
県
教
育
委
員
会　

一
九
八
三
『
鞠
智
城
跡
』（
熊
本
県
文
化
財
調
査
報
告
書
第
五
九
集
）

熊
本
県
教
育
委
員
会　

二
〇
一
二
『
鞠
智
城
跡
Ⅱ
』（
熊
本
県
文
化
財
調
査
報
告
書
第
二
七
六

集
）

甲
元
眞
之　

二
〇
〇
六
「
鞠
智
城
に
つ
い
て
の
一
考
察
」『
肥
後
考
古
』
第
一
四
号　

肥
後
考

古
学
会

総
社
市
教
育
委
員
会　

二
〇
〇
五
『
古
代
山
城　

鬼
ノ
城
』（
総
社
市
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査

報
告
十
八
）

総
社
市
教
育
委
員
会　

二
〇
〇
六
『
古
代
山
城　

鬼
ノ
城
２
』（
総
社
市
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調

査
報
告
十
九
）

高
松
市
教
育
委
員
会　

二
〇
〇
三
『
史
跡
天
然
記
念
物
矢
島
』（
高
松
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
報

告
第
六
二
集
）

高
松
市
教
育
委
員
会　

二
〇
〇
八
『
屋
嶋
城
跡
Ⅱ
』（
高
松
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
第

一
一
三
集
）

出
宮
徳
尚　

一
九
七
八
「
吉
備
の
古
代
山
城
試
論
」『
考
古
学
研
究
』
第
二
五
巻
第
二
号　

考

古
学
研
究
会

出
宮
徳
尚　

一
九
八
四
「
古
代
山
城
の
機
能
性
の
検
討
」『
高
地
性
集
落
と
倭
国
大
乱
』　

小

野
忠
凞
博
士
退
官
記
念
出
版
事
業
会

西
住
欣
一
郎　

一
九
九
九
「
発
掘
か
ら
見
た
鞠
智
城
跡
‐
近
年
の
調
査
成
果
か
ら
‐
」『
先
史

学
・
考
古
学
論
集
』
Ⅲ　

龍
田
考
古
会

乗
岡　

実　

一
九
九
二
「
古
代
山
城
」『
吉
備
の
考
古
学
的
研
究
』（
下
）
山
陽
新
聞
社

乗
岡　

実　

一
九
九
九
「
吉
備
の
二
城
を
め
ぐ
っ
て
」『
鬼
ノ
城
と
大
廻
り
小
廻
り
』　

吉
備

人
出
版

平
尾
和
久　

二
〇
一
〇
「
古
代
山
城
石
積
考
」『
古
文
化
談
叢
』
第
六
五
集
（
一
）　

九
州
古

文
化
研
究
会

山
元
敏
裕　

二
〇
〇
八
「
各
調
査
区
の
成
果
」『
屋
嶋
城
跡
Ⅱ
』（
高
松
市
埋
蔵
文
化
財
調
査

報
告
第
一
一
三
集
）

歴
史
公
園
鞠
智
城
・
温
故
創
生
館　

二
〇
〇
六
『
鞠
智
城
跡
‐
第
26
・
27
次
調
査
報
告
‐
』

歴
史
公
園
鞠
智
城
・
温
故
創
生
館　

二
〇
一
一
『
鞠
智
城
跡
‐
第
32
次
調
査
報
告
‐
』

挿
図
出
典

第
一
図　

熊
本
県
教
育
委
員
会　

二
〇
一
二
『
鞠
智
城
跡
Ⅱ
』（
熊
本
県
文
化
財
調
査
報
告
書

第
二
七
六
集
）
第
一
図
を
一
部
改
変

第
二
図　

熊
本
県
教
育
委
員
会　

一
九
八
三
『
鞠
智
城
跡
』（
熊
本
県
文
化
財
調
査
報
告
書
第

五
九
集
）Fig.

一
〇
・
一
二
を
一
部
改
変

第
三
図　

歴
史
公
園
鞠
智
城
・
温
故
創
生
館　

二
〇
一
一『
鞠
智
城
跡
‐
第
32
次
調
査
報
告
‐
』

第
七･

九･

一
一･

一
五
図
を
一
部
改
変

第
四
図　

高
松
市
教
育
委
員
会　

二
〇
〇
八
『
屋
嶋
城
跡
Ⅱ
』（
高
松
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
報

告
第
一
一
三
集
）
第
３
図
を
一
部
改
変
、
岡
山
県
教
育
委
員
会　

二
〇
一
三
『
史
跡　

鬼
城
山
２
』（
岡
山
県
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
報
告
二
三
六
）
第
１
図
を
一
部
改
変

第
五
図　

高
松
市
教
育
委
員
会　

二
〇
〇
八
『
屋
嶋
城
跡
Ⅱ
』（
高
松
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
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告
第
一
一
三
集
）
第
一
一
・
一
二
・
一
三
図
を
一
部
改
変

第
六
図　

総
社
市
教
育
委
員
会　

二
〇
〇
五
『
古
代
山
城　

鬼
ノ
城
』（
総
社
市
埋
蔵
文
化
財

発
掘
調
査
報
告
十
八
）
第
六
六･

七
〇
図
を
一
部
改
変

第
七
図　

鬼
ノ
城
学
術
調
査
委
員
会　

一
九
八
〇
『
鬼
ノ
城
』
第
二
五･

二
九
・
三
二
図
を
一

部
改
変

第
八
図　

総
社
市
教
育
委
員
会　

二
〇
〇
五
『
古
代
山
城　

鬼
ノ
城
』（
総
社
市
埋
蔵
文
化
財

発
掘
調
査
報
告
十
八
）
第
五
七
図
を
一
部
改
変

第
九
図　

総
社
市
教
育
委
員
会　

二
〇
〇
六
『
古
代
山
城　

鬼
ノ
城
２
』（
総
社
市
埋
蔵
文
化

財
発
掘
調
査
報
告
十
九
）
第
二
三
図
を
一
部
改
変

第
一
〇
図　

岡
山
市
教
育
委
員
会　

一
九
八
九『
大
廻
小
廻
山
城
跡
発
掘
調
査
報
告
』第
四
図
・

坂
出
市
教
育
委
員
会　

二
〇
〇
七
『
坂
出
市
内
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
書
』
を
一
部
改
変

第
一
一
図　

岡
山
市
教
育
委
員
会　

一
九
八
九
『
大
廻
小
廻
山
城
跡
発
掘
調
査
報
告
』
第

六
二
図
を
一
部
改
変

そ
の
他
は
著
者
が
撮
影
。




